





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　744～745年　 キュ＝ビルゲ＝カガン  
（懐人可汗）
　　　747～759年　葛勒可汗（英武可汗）
　　　759～780年　 キュルク＝ビルゲ＝カガン  
（牟羽可汗・英義可汗）
　　　780～789年　 アルプ＝クトウルク＝ビルゲ  
（武義可汗）
　　　791～795年　クトウルク＝ビルゲ（奉誠可汗）




　　　823～832年　 アルプ＝ビルゲ＝カガン  
（昭禮可汗）
　　　832～839年　 アルプ＝キュルク＝カガン  
（彰信可汗）
　　の時代をさす。この後840年キルギスがウイグル
を攻め，848年漠北のウイグル汗国は壊滅する。
しかしこの時ウイグルの一支が天山山脈北部の
北庭一帯から，吐蕃（チベット）の領地を奪い，
程なくして天山を越えて南下し，吐蕃の支配し
ていたオアシスを領有し，そこに建てたのが高
昌ウイグル汗国である。後にエンギ，クチャ，
にまで領土を拡大したが，12世紀（1129年）に
は西遼に従属することになった。高昌ウイグル
王　Barguk Art Tegin　は自ら願い出てチンギ
ス汗のモンゴル帝国に帰属したが，功あったた
めにチンギス汗の特別の優待を受け，旧の領域
と国内の制度はそのまま維持することが出来た。
13世紀後半40年にわたるモンゴル西北の宗主ハ
イドウの反乱が高昌ウイグル王国に致命的な打
撃を与え，1270年高昌王国の首都ベシバリは反
乱軍の手に落ち，国王は高昌を退いて甘粛省の
永登県に亡命した。こうして高昌王国は1284年
に滅び，その領域はチャガタイ汗国に併入され
た。
　　　840年ごろキルギスにせめられたウイグル人は
西遷し，天山南麓を支配するようになった。し
かし残ったウイグル人は潰滅したが，このとき
一部のウイグル人は甘粛地方に定住し，甘洲ウ
イグル，沙洲ウイグルと呼ばれた。其の後西ウ
イグルは高昌に拠り，高昌ウイグル汗国を作っ
た。
23）『オグズ・ナーメ』　　（Okuz Name）『オクズ＝
カガン説話』とも言われる。この祖形は13世紀
頃ウイグル語で記録されたもので，中国新疆で
は『烏古斯可汗伝説』或は『烏古斯可汗伝』と
呼ばれている。現存する唯一のウイグル語写本
は，パリの国民図書館（Bibliothegue Nationale）
にあり，所謂 Chy,Schefer 収蔵本である。これ
は晩期古代ウイグル語に属するもので，ウイグ
ル草書体で書かれているが，巻頭末尾に欠落が
あるもののほぼ整体をなしているものと思われ
る。毎頁９行，42ページからなる。この『烏古
斯可汗伝説』はウイグル民族がまだ，イスラム
化する前のものでウイグルの古代伝承を古体の
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ままの姿で残していると考えられる。しかしそ
の後のカラ・コユンル朝のマフムド・イブン・
アブド・アッラーブの『トルコマン史』や1310
年にラシード・アッデイーンによってペルシャ
語で書かれた『集史』等に取られた烏古斯は生
まれながらの熱心なモスリムで，信仰の為には
父親とも戦ってこれを滅ぼす，と言う完全にイ
スラム化した物語に変わっている。『オグズ・ナ
ーメ（ウコスの書）』『オクズ＝カガン説話』等
と称される場合は，こうしたイスラム化以降の
『烏古斯可汗伝説』を指していることが多いが，
個々の場合は烏古斯（ウコス）についての物語
というような包括的な書名として使われている
のであろう。
　　　ウイグル族の古来伝承文学である『ウコス可
汗伝説』が，時を経てイスラム圏に入り，それ
が『オグズ・ナーメ』と呼ばれるようになった
といわれている。両者の内容は余り変わりは無
いようであるが，「ウコス」は古体を残して，極
めてシャーマン的であるが，『オグズ・ナーメ』
のほうは，アラブ語系の伝承で，主人公は非常
に敬虔なイスラム教徒ということになっている
らしい。
24）トルフアン　　新疆ウイグル自治区の火焔山の
麓にあり，ウイグル汗国のあった高昌の南側に
あるオアシス都市。現在でもウイグル人が多く
住んでいる。「オグズ・ナーメ」が発見された所
はトルファンの北，車で三十分ぐらいの処にあ
り，現在は「高昌古城」と「交河古城」がある
ということで，かなり有名な名所旧跡の一つと
なっている。
25）『アルギナ・クンの詩』　　（Argins Kun Dastani）
この書名は，ウイグル人の伝承文学研究家でも
ある，マイマイテイミン・ユスプ氏の『ウイグ
ル文学史』にも見えているが，その内容はまだ
他の言語に翻訳されていないようなのでよくわ
からない。
　　　ただ『集史』に取られているモンゴル族の族
祖発展の物語の一部にあるようである。アルギ
ナ・クンとは，モンゴル族がトルコ諸部族に大
虐殺された後，難を逃れた少数のモンゴル族が
移住し定住した場所の名前である，そこからモ
ンゴル族は大草原に発展していくことになる。
『周書・異域・突厥伝』には，ほぼ同内容のトッ
ケツに関する族祖発展の物語がある。ウイグル
はこの物語を，自らの出自を跡付けるものとし
て重要視している。
26）『英雄タン・アハ』　　（Tung Ah BNatir）上注
『アルギナ・クンの詩』と同様な事情で内容不明
であるが，中国語表記は　阿夫拉西雅普　で，
トッケツ族の英雄の名前，ペルシャ語ではアフ
ラシャプと言う。
27）マイマイテイミン・ユスプ　　1995年新疆省ウ
ルムチで，ウイグル族文化研究所の所長の任に
あった。それまでに何度かアメリカ，ヨーロッ
パに出かけて，ウイグル族の伝統と文化を理解
してもらうための公演やイベントを手がけてき
たという。
28）『伊曾保物語』　　室町時代に日本に入ってきた
所謂『イソップ物語』で「天草本伊曾保物語」
と呼ばれている。室町末期に口語訳され，天草
で出版されたという。
29）アラシャンコウ　　中国新疆ウイグル自治区の
西端，カザフスタンとの国境にある町。草原と
砂漠の入り混じった地域である。
30）蹈鞴　　足踏みふいごのこと。昔鍛冶屋が強い
火力を得るために，ただのふいごでは間に合わ
ず，足で踏んでより強い風を吹き付けて，より
強い火力を得た。
31）タタール人　　中国語表記では，歴史文献とし
ては　達達　答答　達靼　韃靼　答答刺　答答
里　塔達　などと表記される。現代は「塔塔爾
族」である。主に新疆ウイグル自治区の各地に
居住している。イーニン，ターチョン，ウルム
チなどである。使用言語はアルタイ語系突厥語
族に属している。また文字としてはアラブ語を
基礎とした文字を持っている。宗教は，イスラ
ム教徒が多い。
32）韃靼人　　前注31）のタタール人のことで，歴
史上の一表記である。
33）タヲール族　　中国語表記では「達斡爾族」で
ある。中国公認の少数民族。歴史上では　達古
爾　達呼爾　等と呼ばれた。主に内蒙古自治区，
黒竜江省と新疆ウイグル自治区などに居住して
いる。十七世紀以前は黒竜江上中流域，チンチ
リ江一帯に居住していた。氏族を単位とした村
を作って，ヤクサ，トキン古城を形成した。主
に農業，牧畜，狩猟などを生業としていた。十
七世紀の中葉，黒竜江流域からネン江流域と大
興安嶺地区に居住を移し，ネン江平原の最も早
い農業耕作者となった。主な宗教はシャーマン
的多神教であり，一部はラマ教である。言語は
アルタイ語系モンゴル語に属している。
34）『一つ目小僧』　　大正六年八月「東京日日新聞」
に連載されたもので，柳田國男の作品。現代で
は角川文庫で，『一つ目小僧その他』のタイトル
で，昭和四十九年に発行されている中の一つに
ある。
 （2012年11月22日掲載決定）
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